
 

 

 

 

 

 

 

 Ｂｒｕｋｅｒ社データとＣＴＲパッケージの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Bruker社極点図データではβ=0は TD方向である事は重要である。 
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概要 

   ＣＴＲパッケージはＲＩＧＡＫＵ向けに作成されているが、他社データも簡単に取り込む事が可能です。 

  Ｂｒｕｋｅｒ社のデータに関し、通常の極点測定データや、ＭｕｌＴｅｘ関係のデータが扱えるようになり  

  ました。他のデータでも、Ｉｎｐｏｒｔ，Ｅｘｐｏｒｔが簡単に対応可能です。 

  連絡頂ければ、体験 CD-ROMを提供し、ODF導入のアドバイスを行います。 

対応フォーマット 

   測定データ(拡張子は ．Ｕｘｄ) 

   

   

      

 複数のピークデータやバックグランドデータが１つのファイルに収められているデータ 



 ＭｕｌＴｅｘから出力されるデータ（拡張子は ．Ｕｘｄ） 

   

   

  極密度が１００倍されている極点図 

  極点図毎に別ファイル構造 

 

 

 対応ソフトウエア 

  ODFPoleFigure2 

   ２種類の uxdファイルを読み込む 

   各種データ処理を行う。 

  UxdtoAsc 

   測定データから複数の Ascデータを作成 

   β=0が TD,RDに対応 

   測定データ強度は、そのままで、β=0を RD,TDに切り替える。 

  MakePoleFile 

   MulTex出力ファイルをＲＩＮT形式（極点図中心のα角度を９０．０度）に変換 

   Asc,TXt2,TXT に対応 

   極密度が整数で書き込まれている。データを 1/100とする。 

  PFtoODF3 

   極点図補正データをMulTex用（β=0：TD）に変換 

 

 

 

 

 

 

 



データの流れ 

  

Ｂｒｕｋｅｒ社の極点図 

 Bruker社の説明に以下の図があります。 

  

 

 極点図の右側に TDを配置し、CCW方向に RDがあります。 

 β=0は TD方向であることが分かります。 

 又、α軸は極点図の中心がα=90となっているが、実際のデータでは中心はα＝0.0である。 

 この結果をプログラムに反映しました。 



ＭｕｌＴｅｘと各種ＯＤＦの関係 

 

 

2次元ディテクを用いた極点図データから各種ＯＤＦ解析が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭｕｌＴｅｘから以下のデータをＥｘｐｏｒｔ 

 

 

Ｆｏｒｍａｔは 

 

 

 

 

 

 

 

 



各種データ処理（吸収補正、ｄｅｆｏｃｕｓ）が行われていれば、ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅソフトウエアで 

Ｆｏｒｍａｔ変換を行い、ＰＦｔｏＯＤＦ３で各種ＯＤＦＦｏｒｍａｔに変換 

ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅソフトウエアの開始 

 直接 C:¥CTR¥MakePoleFileをダブルクリック 

 ODFPOleFigure2ソフトウエアー＞Toolkit－＞ODFAfterTools－＞MakePoleFileをクリック 

 

 

 

File-File-MulTex uxd(β=0:TD)を選択 

  

 

変換するファイルを指定する。 

  



 

 

ファイル名を変更し、TXT2を選択して OKで TXT2（極点図の中心α＝０、β＝０：RD）のファイル作成 

  

同様に他のファイルも変換する。 

 

 

 

変換された TXT2データを各種ＯＤＦＦｏｒｍａｔに変換は、ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで 

ＰＦｔｏＯＤＦソフトウエアの開始 

 直接 C:¥CTR¥PFtoODF3をダブルクリック 

 ODFPOleFigure2ソフトウエアー＞Toolkit－＞PFtoODF3をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

AllFileSelectで TXT2を複数選択 

 

 

 

 

 

 

 

 



選択された TXT2ファイルと指数が表示される（指数はファイル名の先頭から作成） 

 

 

各種 ODFは Optionから選択する。 

 

以上で各種ＯＤＦＦｏｒｍａｔファイルが作成可能です。 
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